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1 は じ め に

タイ国における広域的な年間の水収支について考察した｡すなわち,降水として地表に供給

されてその後にたどる過程を追跡し,再び大気中に逃げる壷と泡に環元される崖との Balance
い

について検討した｡なお本資料は,1963HydrologicDataによった｡

本地域は熱帯モンスーン地帯にあるため,一年は雨期と乾期とに大別され,降水はそのほと

んどが雨期に降る｡その個個の雨の降り方については,点状に局 部的な分布形態を取 り,ある
21

いは線状に分布して降るなど,そ0)降水嵐の測定結果uj信頼性については,場所的な点で不安

のあることが指摘されている｡

しかるに,その降雨回数は,雨期においては毎 日一回程度の回数で,多数回の降水があるた

め,ある地点の降水量測定デ-タは単発的な雨に対 してほ,あまり信頼度のおけるデータを採

取しえない困難があるが,一方長期間にわたった場合および,広域的な面積を対象とした場合

においては,相当信束か性のおける降水デ-タがえられるものである｡ したがって本研究におい

ては,対象地域として広域を考え,その雨量デ-タも,月雨遠あるいは,年雨量のように長期

間雨量を対象として取扱 うようにした.このため,本データは現在においては,相当信頼でき

るものと考えられる｡

2 月間降水量およびその積算

表 1は雨量観測所の位置を示し,図 1はタイ国における月降水量の値と,その積算曲線が記

入されている｡

1),2) 参考文献参照
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タイ同における広域年間水収支にかんす る一考察

一般にタイ国は,気候的に北 タイ,東北タイ,中央タイ,南 タイに四分割 されるが,今回の

水文データの分布から見て次の三地域に分類した｡

A一東北部タイ (メコン河支流)

B一南部タイ (スラ-タニ付近)

C一南部タイ (パ タニ付近)

なお北 タイおよび中央タイについては,デー

タの数が少いので本文の考察から除外 した｡

画2ほ年間 (1963年)の雨量の分布図を示

す｡

A地域 3 月間売出高およびその積算

図 2 等雨量分布曲線 (隼｢甘)

地表部に降 った降水の一部は,置 い は,

接地表流出となって海に流下するもの,ある

林,草地などで一時ス トックされた後,河川

を通 じて流出するもの,あるいは地下水から

河川を通 じて流出するもの,あるいは,湖沼

に地表水としていったん残溜したのち流出す

るものなどがある｡流出量の牲性としては,

時期的には,地表の乾燥度などで相当変化が

あるが,略一年を間期として変動していると

考えられるO

なお流出に対 しては, 雨量 (mm)の表わ

し方と同様に,流出量を水深に換算した流出

高 (mm)をもって表示する｡ すなわち,疏

出高は有効雨量を示すことになる｡各流量観

測所の[;I-.置を示したものが表 2であるo

タイ同における各地域の月間流,LIJ.総量を,その流域而精で割 り,水深にて表示した流出高'の

状況を示したのが,図 3である｡現在観測網の比較的整備されているメコン河支流(東北 タイ)

および南部タイ (二分)の三流域に対 し,その関係を示したのが図 4である｡

4 月間計器蒸発量および積算

蒸発量観測所の位帯を示したものが表 3であり,タイ同における各月の計器蒸発量を示した
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ダイ同における広域年間水収支にかんする一考察
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東 南 ア ジ ア 研 究 第 3巻 窮3号

表 1 タイ国内における雨量観測所の位置

聖 ･_1 -_響____撃lJ__撃 所 _ー_｣ ーN_?ll _一 撃____測 __撃 所

Chumphae

KhonKaen

Loei

NangRong

Phayakaphum Phisai
PhoI

RoiEt

SakoINakorn

SwangDandin
Surin

Korat

UboI

ChiangRa主

i6日 BDaeiUNd.on?mek

PongNeeb

Nan Pung
Lam Chern

Mekan

BannangSata
BanTo

Betong
BanTanTo

PattaniDam Site

BanK.M.33
KaoChum Sallg
Phatoh

Paksong

KlongKlai

LanSaka

SaiBuri

No.1 観 測 場 所

BanYoh

BanTaNgaw
Mukdahan

Kuchinarai

Nam Young

BanBungToei
BanPrue

BanThungPene

BanSapanhin

KangSida

BanDandu

BanSila

BanKekyai

BanLaoya

BanBtlngCla

表 2 流 量 観 測 所 の 位 竃

流 量 観 測 所 の 場 所

MekongRiveratMukdahan

MekongRiveratNakornPhanom

MekongRiveratKemarat
Man MuneatUboI

Nam MuれeatPakmune

Nam ChiatYasotorn

Lam Dom YaiatDejUdom
Lam Dom NoiatSaeFalls

HuaiBangSaiatBanKham Palal

HuaiBangSa主atBanNongAgkBridge

HuaiBangSa主atBanPoれeHa主

Nan PungatDam Site

Nam PungatBanTan HaiBridge

Nan Kam atBanTongBridge

Nam PongatPongNeeb

Nan PongatNam PongBridge
Lam PlaiMasatBanBost

Lam ChernatBanSongKon

HuaiKeenatBanDonChiangBan

HuaiHuadatBanTaoNgoi

HuaiPaniengatBanSangSien

Nan Songkram atBanThaKokdang

HuaiBang-inearBanKham S°i

No.i 流 最 観 測 所 の 場 所

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

3737

39

40

41

42

43

44

45

46

MekongRiveratChiangSaen

Nam MekanatSanpatong

KwaeYaiatKangRieng
KwaeYaiatThaDan

Lam TakrongatBanBtmgToei

KlongThungPeneatBanPrue

KlongThungPenenearBanThungPene

Nam SaiYaiatBanSapanhin

PasakRiveratKangSida

Nan KekatBanKekyai

PattaniRiveratBannangSata
PattaniRiveratBanTo

PattaniRiveratDam Site

LungSuanRiveratKaoChtlm Sang

KlongKlaiatT九aSala

KlongKraromeatLanSaka

KlongYongatThungSong

KlongThaKham atPromalokeFalls

KlongThaSaeatBanTaNgaw

KlongRubraw atThaKham

KlongSaiburiatSakor

PattaniRiveratYarung

Nam PramatThungPlaiNgaw
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タイ岡における広域年間水収支にかんす る一考察

図3 月間流出高およびその精算グラフ
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東 南 ア ジ ア 研 究 第 3巻 第 3号

ものが図 5であり,同図に積算蒸発

量をも明示している｡

全般的な傾向として, 1- 5月頃

に,若干蒸発量が大で,明らかに乾

期においては,雨季におけるよりも

蒸発量が多いことを物語 っている｡

蒸発および蒸散量は地表の状態お

よび,植生の種類によっても大幅の

変化をするものであり,これらの最

と計器蒸発量との問には,相当の差

異が存在 している｡しかし,本論文

においては,広域的な立場から,そ

の物理的な,気象学的な機構にはふ

れず,全体的な水収支の立場から,

見かけ上の計器蒸発量と,広域蒸発

量との関係を検討することにする｡

すなわち, 係数 α にすべての複雑

な,物理学的,気象学的,植物学的

要素を含め,次のように表示する｡

Eg-αE

ここに,

E:計器蒸発量 mm

Eg:広域的な地表蒸発量 mm

α:修正係数

αについては次節において検討した｡

図4 等 流 出 高 曲 線 (年間)

5 地中への侵入,地下水,湖沼および工業その他への消散量

[侵 入コ

降水量の-郡は地表に到達した後,地｢llに侵入する｡この侵入した水はさらに地下水を形成

する場合もあるが,いったん地下の土壌水として貯溜された形態となる｡あるいは中間的に森

林の地表層内に貯溜される｡

[地下水]

地下水はいわゆる地下貯水となるもの,および他の流域に流出するものとがあるが,一応-

- 96-



タイ｢可における広域年間水収支にかんす る一考察
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東 南 ア ジ ア 研 究 第 3巻 第 3号

表 3 蒸･発 量 観 測 所 の 位 置

No･】 観 測 場 所

ChiangRa主
Korat

Loei

RoiE;t
SakoliNakorn
Shrin.

UboI

DejUdom

No.1 観 測 場 所

BanNongmek

PongNeeb

Nan Pung
HuaiNamLa主

Lam PlaiMas

BannangSata
BanTo

KaoChumSang

年間の周期的な変動を示すものと思われる｡

図t6 等計Trf蒸発量分布図 (年間)

- 98-

N0.1 観 測 場 所

[湖 沼]

降水の一部は,湖沼内に貯潜されてい

る｡また最近急激に増加している財永池

群においても相当量が貯溜されることに

なるが,これらの貯水池群は,小貯水池

をのぞいてはかならずLも一周期一年 と

いう変化を完全には示していないoしか

し,本論文においては｢応一年周期を持

つものとみなしたo

[工業その他への消散竜]

水 が消耗される形態 として人-,rt摘勺な使

用,すなわち工業生産に必要な水,その

他人間生活で使用される水があるが,こ

れらは,すべて他の水量に比較して無視

される程度である｡

6 広域年間水収支

気候は-ヶ年を周期として相当明瞭

な変化をしているため,タイ国内の水

収支は広域的でし＼かも年間について考

える場合,以下のようなモデルで表わ

すことができる｡



タイ国における広域 年間水収支にかんす る一考察

図 7 広 域 バ ラ ン ス 凶 水

365日 A
すなわ ち,∑ ∑p-∑∑E+∑∑R+∑∑G+∑∑L+∑∑F

t-0
(1)

∑は牛問を通 じて時間的にもI{fj:することを意味し,∑はその場所的に精算することを示す｡
L A

いまこれを数式的に表示 すれば,次 のようになる｡

∬pdtdA - Q
I.A

LliL

tfAS

享主

EdtdA - E

RdLdA - R

GdLdA - AG

(2)

(3)

(4)

(5)

自然現象では,毎'II･.･多少U)変動 はあるが, 略定常的な状態をとっているため,季飾的に山人

はあ っても長期的な観 点 か らすれ ば,そUj変化量は微小値になる.

したが って本文では,

dG ≒ 0

また侵入して地衣付近 に保iJiIされ る水足 も微小 と考えられ る｡

LSA5
SdtdA - AS $ O

次に,湖沼,貯水池等にた くわえ られ る水量について次のように考える｡

ij(LdtdA - LA
t.A

(6)

(7)

(8)

自然的な湖沼 にあっては,そ0)水量は略一年を周期にして緑返 しが見 られ る.しかし,近 時

構築 される大貯水池群にあっては,その水利用量 と年間流出量 とは,かならず Lも比例はしな

い｡ しかし, これを10数年以上の周期をとってその総計について検討すれば,ほぼ釣合の状態

が山現すると考えられるが,手許には,長皿uj流昆虫料がないU)で,1963隼 1ヶ年について考

-9LJ一一



東 南 ア ジ ア 研 究 第 3巻 第 3号

祭をおこなうために,

JL≒ 0 (9)

との条件を使用する｡この条件は地域的には相当の変動をきたす場合のあることは考えられる

が,広域水利的なIl_lr.場から,このような条件を導入したO

次に,自然に環元されない工業用水,上水道について考えると,

5A5
FcltdA - AF * 0 (lO)

と,全休的な水の使用量について考えれば,無視される程度に小鼻であるからであるo

u上U)ような考察をおこない,一年冊を周親として,その広域的な水収文を考えると,次式

が成立する｡

p - E + R +A

ただし, A - AG+AL+AF+AS

今,概略の相性を知 るために,A≒ 0

とおけば, p - E + R

u])

(Ii.))

(I:',)

3日琵

いま最も問題のあるのは, 計器蒸発量と実際の蒸発, 運散量とaj闇係 で あ るが,このT制こ

は,相当の相異が存在 しているため,Eを次の様に修正する｡

Eg - Eα

この修正係数を求めれば,

p - αE + R ∴ α -
p -R
E

また,降雨嵐に対する流出高の比を βとすれば,

β-苦

(15)

(16)

uT)

1963年における各地域の流出高R,降水嵐Pおよび計器蒸発量Eを表示すれば,表 4のよう

になる｡

表 4
分 類 L R(mm))Al 388.08

560.10 1 1662.8 1 1418.5

なお, βを(17)式で計算し,その一覧表を作成すれば表 5のようになる｡
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表 5

メ (回におけるrl=城 年間 水収支に/)･んす る- rj察

l

いま,計器兼光量と,現地における見かけ上の蒸発量とcjj比を求めれば,去 6ujようになる｡

表 6
p- R E ′l′l

lOり7.0 1757.7 ().573

11949.日 l;i2H∴与 1.4(う7

1102.7 1418.5 1 0.777

一般に東北 タイでは,α U刃直が小 さいが,南 タイの多雨地帯Bにおいてほ,αJj値が他の地

域の 2倍以上にもおよんでいる｡ こ0)ことはまった く特種な現製と考えられる｡これが測定の

誤差か,あるいは林相の特異佃 こ基ず くものか,はっきりしないUjで,一応計算結果ujみを表

示 しておいた｡

7 結 び

タイ出 uj水又資料U)うち,特に隼聞降水 量と蒸発量および流山高を取 り上げ,広域的な水 収

支に対する展望をおこな った｡

これより,水文学的な特性の一端をうかがうことができたと考える｡ 今後さらに詳細な研究

が必要と考える｡
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